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５ 地方債の状況 

（１）一般会計の地方債 

一般会計の地方債現在高は、表24 のとおり10 億円増加して、平成27 年度末には212 億円となる

見込みです。市民1 人あたりの残高にすると、46 万円となります。（人口は、H27.1.1 現在人口46,245

人） 

合併特例債は、元利償還金の70％が普通交付税措置される制度として、他の地方債に比べ有利な起債

です。本年度は、庁舎建設事業や、北勢保育園整備事業、障害者福祉施設整備事業、小中学校の耐震化対

策や大規模改修事業等の新市建設計画に基づくまちづくり事業に対して27 億1 千万円の借り入れを行

います。 

即効性のある防災、減災のための事業に充てることができる緊急防災・減災事業債は、消防デジタル無

線化事業に対する桑名消防への負担金や、消防団の消防車購入事業、消防団詰所整備事業に対して2 億

1 千万円の借り入れを行います。 

財源不足を補う臨時財政対策債は、市税収入等の状況や財政見通しを考慮しながら10 億円の借り入れ

を行います。 

平成26 年度は元気交付金が交付されたことにより一時的に合併特例債の借入残高は減少しましたが、

平成30 年度まで合併特例債を活用した新市建設計画を進めるため、借入残高や公債費の増加が見込まれ

ますが、市債管理基金やその他の財源を活用して財政の安定化を図りながら計画的に借り入れを行います。 

一般会計地方債現在高の推移は、図38 をご覧ください。 

 

表24　一般会計地方債の状況 （単位：千円）

平成２６年度末 平成２７年度末

現在高見込額 起債見込額 元金償還見込額 現在高見込額

8,186,796 2,925,000 2,274,098 8,837,698

うち合併特例債 7,625,936 2,706,300 3,038,714 7,293,522

83,231 0 27,967 55,264

11,921,421 1,000,000 626,502 12,294,919

20,191,448 3,925,000 2,928,567 21,187,881

注）表示単位未満四捨五入のため、計算が合わない場合があります。

図38　一般会計地方債現在高の推移

注）平成25年度までは実績、平成26・27年度は年度末の見込みです。
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（２）特別会計の地方債 

特別会計の地方債現在高は、表25 のとおり平成27 年度末で、農業集落排水事業が12 億円、下水道

事業が106 億円となる見込みです。市民１人あたりの残高にすると、26 万円となります。（人口は、

H27.1.1 現在人口46,245 人） 

農業集落排水事業は、平成24 年度に策定した「農業集落排水機能強化事業計画」に基づき、国の支援

を受けて行う機能強化対策事業に対して1 千万円の借り入れを行います。 

下水道事業は、建設改良がほぼ完了に近づき借入額が減少しているので、借入現在高は徐々に減少して

いきます。今年度は国の支援を受けて行う農業集落排水を公共下水道へ接続する事業や県の北勢沿岸流域

下水道事業に対する負担金に対して8 千万円の借り入れを行います。 

なお、農業公園事業は、特別会計が廃止され、地方債残高は一般会計に編入されています。 

特別会計地方債現在高の推移は、図39 をご覧ください。 

 

表25　特別会計地方債の状況 （単位：千円）

平成２６年度末 平成２７年度末

現在高見込額 起債見込額 元金償還見込額 現在高見込額

農業集落排水事業 1,295,156 13,700 96,836 1,212,020

下 水 道 事 業 11,232,017 82,800 697,616 10,617,201

合 計 12,527,173 96,500 794,452 11,829,221

注）表示単位未満四捨五入のため、計算が合わない場合があります。

図39　特別会計地方債現在高の推移

注）平成25年度までは実績、平成26・27年度は年度末の見込みです。

平成２７年度中増減見込
区 分

1.3 1.0 0.7 0.4 0.3 0.0 0.0 0.8 1.9 0.0

20 19 18 17 16 15 14 14 13 12 

162 157 153 
146 139 

132 125 119 
113 106 

0 

50 

100 

150 

200 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

住宅新築資金等

貸付事業債

農業公園施設整備事業債 農業集落排水事業債 下水道事業債

億円

 



 

81 

 

（３）企業会計の地方債 

企業会計の地方債現在高は、表26 のとおり、平成26 年度末の40 億円から2 億円減少して、平成

27 年度末で38 億円となる見込みです。市民１人あたりの残高にすると、8 万円となります。（人口は、

H27.1.1 現在人口46,245 人） 

水道整備事業はほぼ完了に近づき、借入現在高のピークは過ぎましたが、安心、快適な給水環境を確保

するため、簡易水道の統合整備事業を行っています。本年度は1 億3 千万円の借り入れを行います。 

企業会計地方債現在高の推移は、図40 をご覧ください。 

 

表26　企業会計地方債の状況 （単位：千円）

平成２６年度末 平成２７年度末

現在高見込額 起債見込額 元金償還見込額 現在高見込額

水 道 事 業 4,003,575 133,600 288,287 3,848,888

図40　企業会計地方債現在高の推移

注）平成25年度までは実績、平成26・27年度は年度末の見込みです。
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（４）全会計の地方債 

全会計の地方債現在高は、平成26 年度末の367 億円から2 億円増加して、平成27 年度末で369

億円となる見込みです。市民１人当たりの残高にすると、80 万円となります。（人口は、H27.1.1 現在

人口46,245 人） 

 

全会計地方債現在高の推移は、図41 をご覧ください。 

 

図41　全会計地方債現在高の推移

注）平成25年度までは実績、平成26・27年度は年度末の見込みです。
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